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堀信次関係文書目録　【凡例】

・記述項目は資料番号、タイトル、作成者、宛先、年月日、内容、記述法、用紙、備考、数量、付属資料である。

・分類項目は1.日記・メモ帳、2.辞令等履歴書類、3.著作・手記等、4.写真、5.その他とし、原則として書簡・書類を一括してそれぞれ
年代順で配列した。

・「2.辞令等履歴書類」は主な赴任先等で項目を分けた。また、書簡に付属していたと推定される書類を作成年代にかかわらず当該書
簡に続けて収載している場合がある。

・全生病院建設予定地遭難事件口述筆記に関連する書簡・書類は「3.著作・手記等」に一括して収めた。

・作成者・年代等で、推定したものには〔　〕を付した。

・本目録は、憲政資料室が播磨崇晃氏（学習院大学国際研究教育機構リサーチアシスタント）、
　金子元氏（順天堂大学非常勤講師）に依頼して作成した。



1.日記・メモ帳 p. 1

2.辞令等履歴書類 p. 5

2.1.任官前 p. 5

2.2.北海道庁属時代 p. 5

2.3.拓殖務省参事官時代 p. 6

2.4.内務事務官時代 p. 8

2.5.島根県書記官時代 p. 10

2.6.群馬県事務官時代 p. 14

2.7.東京府事務官時代 p. 19

2.8.神奈川県事務官時代 p. 25

2.9.樺太庁内務部長時代 p. 35

2.10.甲府市長時代 p. 39

2.11.退官後 p. 45

3.著作・手記等 p. 46

4.写真 p. 48

5.その他 p. 49

堀信次関係文書目録　【目次】
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

1. 日記・ メ モ帳

1 大正2年日記 堀信次
大正2年1月1日～
12月31日

鉛筆、墨
書

1冊

2 大正3年日記 堀信次
大正3年1月1日～
12月31日

鉛筆、墨
書

1冊

3 大正4年日記 堀信次
大正4年1月1日～
12月31日

鉛筆、墨
書

1冊

4 大正5年日記 堀信次
大正5年1月1日～
12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊

5 大正6年日記 堀信次
大正6年1月1日～
12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊

6 大正7年日記 堀信次
大正7年1月1日～
12月31日

ペン、鉛筆 1冊

7 大正8年日記 堀信次
大正8年1月1日～
12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊

8 大正9年日記 堀信次
大正9年1月1日～
12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊

9 大正10年日記 堀信次
大正10年1月1日
～12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊

10 大正11年日記 堀信次
大正11年1月1日
～12月31日

ペン、鉛筆 1冊

11 大正12年日記 堀信次
大正12年1月1日
～12月31日

ペン、鉛筆 1冊
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

12 大正13年日記 堀信次
大正13年1月1日
～12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊

13 大正14年日記 堀信次
大正14年1月1日
～12月31日

ペン、墨
書、鉛筆

1冊

14 大正15年・昭和元年日記 堀信次
大正15年1月1日
～昭和元年12月
31日

ペン、鉛筆 1冊

15 昭和2年日記 堀信次
昭和2年1月1日～
12月31日

ペン、鉛筆 1冊

16 昭和3年日記 堀信次
昭和3年1月1日～
12月31日

ペン、鉛筆 1冊

17 昭和4年日記 堀信次
昭和4年1月1日～
12月31日

ペン、鉛筆 1冊

18 昭和5年日記 堀信次
昭和5年1月1日～
12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊

19 昭和6年日記 堀信次
昭和6年1月1日～
12月31日

ペン、鉛筆 1冊

20 昭和7年日記 堀信次
昭和7年1月1日～
12月31日

ペン、鉛筆 1冊 葉書、1枚

21 昭和8年日記 堀信次
昭和8年1月1日～
12月31日

ペン 1冊

22 昭和9年日記 堀信次
昭和9年1月1日～
12月31日

ペン、鉛筆 1冊

23 昭和10年日記 堀信次
昭和10年1月1日
～12月31日

ペン、鉛
筆、墨書

1冊
火災保険料仮領
収證、1枚
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

24 昭和11年日記 堀信次
昭和11年1月1日
～12月31日

ペン 1冊

25 昭和12年日記 堀信次
昭和12年1月1日
～12月31日

ペン 1冊

26 昭和13年日記 堀信次
昭和13年1月1日
～12月31日

ペン 1冊 メモ、1枚

27 昭和14年日記 堀信次
昭和14年1月1日
～12月31日

ペン 1冊 メモ、1枚

28 昭和15年日記 堀信次
昭和15年1月1日
～12月31日

ペン 1冊

(1)函、1点／(2)
新聞記事切抜、
5枚／(3)メモ、2
枚

29 昭和16年日記 堀信次
昭和16年1月1日
～12月31日

ペン 1冊
(1)函、1点／(2)
電報送達紙、1
枚／(3)メモ、1枚

30 昭和17年日記 堀信次
昭和17年1月1日
～12月31日

ペン 1冊 メモ、1枚

31 昭和18年日記(付19年) 堀信次
昭和18年1月1日
～12月31日

ペン

上部の余白(｢予
記｣欄)に昭和19
年の日記を途中ま
で記している

1冊 紙片、3枚

32 昭和15年日記 〔堀ミツ〕
昭和19年1月1日
～12月31日

ペン 妻(ミツ)の日記ヵ 1冊 箱、1点

33 〔大正14年　メモ帳〕 〔堀ミツ〕 大正14年7月30日
小型のメモ帳。日記のような
書き付け、雑記。

鉛筆 1冊 メモ、1枚
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

34 〔昭和4年　メモ帳〕 〔堀ミツ〕 昭和4年
書き付け、雑記。付属資料の
書状は、堀ミツに送った和歌
が記されたもの。

鉛筆、ペン 1冊 書状、1枚

35 〔昭和5年　メモ帳〕 〔堀ミツ・信次〕 昭和5年2月7日
小型のメモ帳。日記のような
書き付け、雑記。裏表紙な
し。

鉛筆、ペン 1冊 メモ、1枚

36 〔メモ帳〕 〔堀信次〕 時刻表ほか雑記 鉛筆、ペン
日本火災保険株
式会社発行

1冊 メモ、1枚

37 〔メモ帳〕 〔堀信次〕 住所録ほか雑記 鉛筆、ペン 富山銀行発行 1冊 メモ、1枚
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

2. 辞令等履歴書類

2. 1. 任官前

38 履歴書 堀信次
幼少期から昭和3年までの履
歴

墨書、ペン 1綴

39 第一高等中学校卒業証書
木下広次(第
一高等中学校
長)

堀信次 明治23年7月8日 墨書 藤丸姓 1通

40 有意者届出心得 爵位局 明治24年6月
墨書、印
刷

1点

41 帝国大学卒業証書
浜尾新(帝国
大学総長)

堀信次 明治26年7月10日 墨書 1通
カバーとして使
用していた和
紙、1枚

2. 2. 北海道庁属時代

42 辞令(任北海道庁属) 堀信次 明治26年11月2日 墨書 1通

43 辞令(財務部勤務を命ず) 北海道庁
堀信次(北海
道庁属)

明治26年11月2日 墨書 1通

44 辞令(二級俸給与) 北海道庁
堀信次(北海
道庁属)

明治26年11月2日 墨書 1通

45
辞令(内務部及参事官附献金を
命ず)

北海道庁
堀信次(北海
道庁属)

明治27年4月11日 墨書 1通

46
辞令(行政訴訟において国を代表
する官吏に指定)

北垣国道(北
海道庁長官)

堀信次(北海
道庁属)

明治28年1月19日 墨書
北海道庁用
箋

1通

47 辞令(一級俸給与) 北海道庁
堀信次(北海
道庁属)

明治28年3月31日 墨書 1通



堀信次関係文書目録

6

請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

48 謝状(寄附の礼)
小松宮彰仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 明治28年5月31日 墨書 1通

49 辞令(上京を命ず) 北海道庁
堀信次(北海
道庁属)

明治28年6月8日 墨書
北海道庁用
箋

1通

50 正会員証
北垣国道(征
清軍人家族保
護会会頭)

堀信次 明治28年6月12日 墨書 1通

51 勲章佩用心得 賞勲局 明治28年7月 印刷 1冊

52 辞令(上京を命ず) 北海道庁
堀信次(北海
道庁属)

明治28年9月19日 墨書
北海道庁用
箋

1通

53 辞令(財務部歳入課長を命ず) 北海道庁
堀信次(北海
道庁属)

明治28年12月14
日

墨書
北海道庁用
箋

1通

2. 3. 拓殖務省参事官時代

54 辞令(任拓殖務省参事官)
伊藤博文(内
閣総理大臣)

堀信次(北海
道庁属)

明治29年4月10日 墨書 1通

55 辞令(叙高等官七等)
伊藤博文(内
閣総理大臣)

堀信次(拓殖
務省参事官)

明治29年4月10日 墨書 1通

56 辞令(八級俸下賜) 北海道庁
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治29年4月10日 墨書 1通

57 近衛篤麿書簡
近衛篤麿(解
傭軍夫救護会
会長)

堀信次 明治29年5月2日 寄附の礼 印刷 1通

58 要請書 爵位局 堀信次 明治29年5月28日 礼服着用の上、出頭の命令 墨書 1通
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

59 位記(叙従七位)
土方久元(宮
内大臣)

堀信次 明治29年5月30日 墨書 1通

60 辞令(北部局第二課長を命ず) 拓殖務省
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治29年7月1日 墨書 1通

61
辞令(神奈川県下長浜検疫所へ
出張を命ず)

拓殖務省
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治29年7月11日 墨書 1通

62 辞令(北海道へ出張を命ず) 拓殖務省
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治29年8月29日 墨書 1通

63 辞令(金二百円賞与す) 拓殖務省
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治29年12月21
日

墨書 1通

64 高島鞆之助書簡
高島鞆之助
(拓殖務大臣)

堀信次(事務
官)

明治29年12月28
日

旅行願の件聞届く 墨書
拓殖務省用
箋

1通

65 辞令(北海道へ出張を命ず) 拓殖務省
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治30年1月29日 墨書 1通

66 命令書
高島鞆之助
(拓殖務大臣)

堀信次(拓殖
務省参事官)

明治30年1月29日 減刑の勅令施行の要領 墨書 拓殖務用箋 1通

67 樺山資英書簡
樺山資英(拓
殖務大臣秘書
官)

堀信次(参事
官)

明治30年4月24日 法典調査委員の件 墨書 拓殖務用箋 1通
清浦奎吾(法典
調査会副総裁)
書簡写、1通

68 辞令(北海道へ出張を命ず) 拓殖務省
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治30年7月13日 墨書 1通
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

2. 4. 内務事務官時代

69 辞令(任内務事務官)
松方正義(内
閣総理大臣)

堀信次 明治30年9月2日 墨書 1通

70 辞令(金八十円賞賜す) 拓殖務省
堀信次(拓殖
務省参事官)

明治30年9月2日 墨書 1通

71 辞令(叙高等官七等)
松方正義(内
閣総理大臣)

堀信次(内務
事務官)

明治30年9月2日 墨書 1通

72 辞令(北海道局勤務を命ず) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治30年9月2日 墨書 内務省用箋 1通

73 辞令(八級俸下賜) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治30年9月2日 墨書 1通

74 辞令(北海道局庶務課長を命ず) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治30年9月10日 墨書 1通

75 辞令(県治局兼務を命ず) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治30年9月21日 墨書 1通

76 辞令(神戸市へ出張を命ず) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治30年9月24日 墨書 1通

77 辞令(兼任内務省参事官)
松方正義(内
閣総理大臣)

堀信次(内務
事務官)

明治30年11月12
日

墨書 1通

78 辞令(叙高等官七等)
松方正義(内
閣総理大臣)

堀信次(内務
事務官)

明治30年11月12
日

墨書 1通

79 辞令(金五十円賞与) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治30年12月21
日

墨書、印
刷

内務省用箋 1通
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

80 辞令(陞叙高等官六等)
伊藤博文(内
閣総理大臣)

堀信次(内務
事務官兼内務
省参事官)

明治31年3月24日 墨書 1通

81 辞令(七級俸下賜) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治31年3月24日 墨書 1通

82 位記(叙正七位)
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次 明治31年5月10日 墨書 1通

83 辞令(北海道へ出張を命ず) 内務省
堀信次(内務
事務官)

明治31年6月15日 墨書 内務省用箋 1通

84 辞令(七級俸下賜) 内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治31年11月1日 墨書 1通

85 辞令(金二百円賞与) 内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治31年12月22
日

墨書 内務省用箋 1通

86 辞令(北海道へ出張を命ず) 内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治32年2月13日 墨書 内務省用箋 1通

87 辞令(六級俸下賜) 内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治32年3月24日 墨書 1通

88
辞令(統計及官報報告主任を命
ず)

内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治32年4月8日 墨書 内務省用箋 1通

89
辞令(大臣官房文書課長兼勤を
命ず)

内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治32年4月8日 墨書 内務省用箋 1通

90 辞令(条約実施委員を命ず) 内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治32年5月17日 墨書 内務省用箋 1通

91
辞令(森田台湾局長出張中課長
心得を命ず)

内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治32年5月23日 墨書 内務省用箋 1通

92 内務大臣秘書官書簡
内務大臣秘書
官

堀信次 明治32年8月12日 辞令の送り状 墨書 内務省用箋 1通
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請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

93 辞令(依願免本官) 内閣
堀信次(内務
省参事官)

明治32年8月12日 墨書 1通 診断書、1通

94 辞令(金二百円賞与) 内務省
堀信次(内務
省参事官)

明治32年8月12日 墨書 内務省用箋 1通

95
辞令(満五年在官につき金二百
九十一円六銭五厘下賜)

内務省
堀信次(元内
務省参事官)

明治32年8月12日 墨書 内務省用箋 1通

96 辞令(書記長任命) 第十二銀行 堀信次 明治32年8月14日 墨書 作成者は印影より 1通

97
謝状(洪水罹災者への寄付に対し
ての謝状)

大給恒(賞勲
局総裁)

堀信次 明治34年3月13日 墨書 1通

98 嘱託書(顧問を委嘱)
中田清兵衛
(富山売薬同
業組合長)

堀信次 明治34年5月11日 墨書 1通

99
謝状(富山市火災窮民救助として
金五十円施与)

檜垣直右(富
山県知事)

堀信次 明治34年11月5日 墨書 1通

2. 5. 島根県書記官時代

100 内務大臣秘書官書簡
内務大臣秘書
官

堀信次
明治35年12月30
日

辞令の送り状 墨書 内務省用箋 1通

101
辞令(任島根県書記官叙高等官
六等)

桂太郎(内閣
総理大臣)

堀信次
明治35年12月30
日

墨書 1通

102 辞令(二級俸下賜) 内務省
堀信次(島根
県書記官)

明治35年12月30
日

墨書 1通

103 謝状(銀盃一個を贈呈)
富山売薬同業
信用組合役員

堀信次
明治35年12月31
日

墨書 1通
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104 赤松則良書簡
赤松則良(日
本海員掖済会
長)

堀信次 明治36年1月9日
島根支部副支部長の嘱託に
ついて

墨書
日本海員掖
済会用箋

1通 委嘱状、1通

105

辞令(文官普通試験委員長・文官
普通懲戒委員・官国幣社神職尋
常試験委員長・社司社掌試験委
員長・第五回内国勧業博覧会事
務長を命ず)

島根県
堀信次(書記
官)

明治36年1月9日 墨書 島根県用箋 1通

106
辞令(島根地方森林会議員を命
ず)

農商務省
堀信次(島根
県書記官)

明治36年1月10日 墨書 農商務用箋 1通

107 辞令(島根県参事会員を命ず) 内務省
堀信次(島根
県書記官)

明治36年1月14日 墨書 内務省用箋 1通

108
嘱託書(日本赤十字社島根支部
副長を嘱託す)

小松宮彰仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 明治36年1月15日
墨書、印
刷

1通

109 辞令(正社員に列す)
小松宮彰仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 明治36年1月15日
墨書、印
刷

1通

110 日本赤十字社条例 明治34年12月3日 印刷 1通

111
辞令(島根県農工銀行監理官を
命ず)

大蔵省
堀信次(島根
県書記官)

明治36年1月26日 墨書 1通

112 福岡世徳書簡

福岡世徳(第
五回内国勧業
博覧会島根県
出品協会副会
長)

堀信次 明治36年1月28日
名誉会員に推薦、会長に推
挙

墨書 1通

113
嘱託書(神武天皇御降誕大祭会
地方委員副長を嘱託す)

二条基弘(神
武天皇御降誕
大祭会総理)

堀信次 明治36年1月29日
墨書、印
刷

1通
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114
嘱託書(山陰鉄道期成同盟会幹
事に指定)

井原昂(山陰
鉄道期成同盟
会会長)

堀信次 明治36年2月6日 墨書 1通

115 松江商業会議所書簡
松江商業会議
所

堀信次 明治36年3月27日 貴下特別議員に当選 墨書
松江商業会
議所用箋

1通

116 松江商業会議所書簡
松江商業会議
所

堀信次 明治36年4月2日
特別議員御諾否至急御知せ
被下度

墨書
松江商業会
議所用箋

1通

117 村上寿夫書簡

村上寿夫(島
根園芸会長代
理・島根園芸
会副会長)

堀信次 明治36年6月26日 名誉会員に推薦 墨書 1通

118 佐々木高行書簡
佐々木高行
(皇典講究所
長)

堀信次(島根
県書記官)

明治36年7月11日 皇典講究所の協賛について 墨書
皇典講究所
用箋

1通

(1)嘱託書、1通
／(2)皇典講究所
国学院趣旨並事
歴大要、1冊

119
嘱託書(島根県農会名誉会員に
推薦す)

並河理二郎
(島根県農会
長)

堀信次 明治36年7月26日 墨書 1通

120 辞令(陞叙高等官五等)
桂太郎(内閣
総理大臣)

堀信次(島根
県書記官)

明治36年8月27日 墨書 1通

121 辞令(通常県会参与委員を命ず) 島根県
堀信次(書記
官)

明治36年11月2日 墨書 島根県用箋 1通

122
嘱託書(大日本武徳会島根県支
部副長を嘱託す)

伏見宮貞愛
(大日本武徳
会総裁)

堀信次
明治36年11月10
日

墨書 1通

123 位記(叙従六位)
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次
明治36年11月20
日

墨書 1通
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124
謝状(慰労として金二十五円贈与
す)

日本赤十字社
島根支部

堀信次
明治36年12月22
日

墨書 1通

125
辞令(職務勉励につき金百三十
円賞与す)

島根県
堀信次(書記
官)

明治36年12月24
日

墨書、印
刷

1通

126
辞令(宣戦奉告の為勅使代理とし
て熊野神社へ参向せらるべし)

井原昂(島根
県知事)

堀信次(島根
県書記官)

明治37年2月20日 墨書 島根県用箋 1通

127 日露戦役ノ際戦勝祈願文 明治37年2月22日
熊野神社で読み上げた祈願
文

墨書 1通

128
辞令(宣戦奉告の為勅使代理とし
て美保神社へ参向せらるべし)

井原昂(島根
県知事)

堀信次(島根
県書記官)

明治37年2月23日 墨書 島根県用箋 1通

129 辞令(臨時県会参与委員を命ず) 島根県
堀信次(書記
官)

明治37年3月4日 墨書 島根県用箋 1通

130 嘱託書(本部副長を嘱託す)
井原昂(島根
県戦時農業督
励部本部長)

堀信次 明治37年5月27日
墨書、印
刷

1通

131
辞令(島根県農工銀行臨時総会
につき知事代理を命ず)

井原昂(島根
県知事)

堀信次(島根
県書記官)

明治37年6月7日 墨書 島根県用箋 1通

132
嘱託書(島根県地方副委員長を
嘱託す)

有栖川宮威仁
(帝国海事協
会総裁)

堀信次 明治37年9月20日
墨書、印
刷

1通

133
辞令(大日本武徳会特別会員に
撰定)

青木周蔵(大
日本武徳会
長)

堀信次 明治37年11月1日
墨書、印
刷

大日本武徳
会用箋

1通
特別会員証、1
点

134 辞令(通常県会参与委員を命ず) 島根県
堀信次(書記
官)

明治37年11月15
日

墨書 島根県用箋 1通
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135 辞令(慰労として金四十円贈与す)
日本赤十字社
島根支部

堀信次
明治37年12月20
日

墨書 1通

136
辞令(職務勉励につき金六十五
円賞与す)

島根県
堀信次(書記
官)

明治37年12月25
日

墨書 島根県用箋 1通

137
謝状(明治三十七、八年戦役の際
の寄付に対して)

松永武吉(島
根県知事)

堀信次 明治38年3月1日 墨書 1通

138 謝状(凶作による窮民救恤につき)

押川則吉(岩
手県知事)・西
沢正太郎(青
森県知事)

堀信次 明治38年3月15日 墨書 1通

139 辞令(臨時県会参与委員を命ず) 島根県
堀信次(書記
官)

明治38年3月16日 墨書 島根県用箋 1通

140
辞令(任島根県事務官叙高等官
六等)

内務省 堀信次 明治38年4月19日 墨書 1通

141 辞令(二級俸下賜) 内務省
堀信次(島根
県事務官)

明治38年4月19日 墨書 1通

142 辞令(補第一部長兼第三部長) 内務省
堀信次(島根
県事務官)

明治38年4月19日 墨書 1通

143 辞令(官報報告主任を命ず) 島根県
堀信次(事務
官)

明治38年4月24日 墨書 1通

144
辞令(島根県収用審査会委員を
命ず)

内務省
堀信次(島根
県事務官)

明治38年4月26日 墨書 内務省用箋 1通

2. 6. 群馬県事務官時代

145
辞令(任群馬県事務官叙高等官
五等)

桂太郎(内閣
総理大臣)

堀信次(島根
県事務官)

明治38年6月3日 墨書 1通

146 辞令(補第一部長) 内務省
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月3日 墨書 内務省用箋 1通
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147 辞令(二級俸下賜) 内務省
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月3日 墨書 1通

148
辞令(文官普通試験委員長を命
ず)

群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月3日 墨書 1通

149 辞令(文官普通懲戒委員を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月3日 墨書 1通

150 辞令(官報報告主任を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月3日 墨書 1通

151
辞令(官国幣社神職尋常試験委
員を命ず)

群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月3日 墨書 1通

152 辞令(社司社掌試験委員を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月3日 墨書 1通

153
辞令(明治二十九年法律第七十
二号河川法第二十三条第一項第
二項の権限を委任す)

群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月3日 墨書 1通

154
辞令(島根地方森林会議員を免
ず)

農商務省
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月4日 墨書 1通

155 謝状(慰労として記念品贈呈)
松永武吉(日
本赤十字社島
根支部長)

堀信次 明治38年6月5日 墨書 1通

156 辞令(群馬県参事会員を命ず) 内務省
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月5日 墨書 1通

157
辞令(群馬県収用審査会委員を
命ず)

内務省
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月5日 墨書 1通

158
辞令(群馬県収用審査会委員を
免ず)

内務省
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月5日 墨書 1通

159
辞令(群馬県農工銀行監理官を
命ず)

大蔵省
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月5日 墨書 1通
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160
嘱託書(群馬県地方副委員長を
嘱託す)

有栖川宮威仁
(帝国海事協
会総裁)

堀信次 明治38年6月8日
墨書、印
刷

1通

161 嘱託書(群馬支部副長を嘱託す)
閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 明治38年6月12日 墨書 1通

162
嘱託書(帝国水難救済会群馬県
委員副総長を嘱託す)

鍋島直大(帝
国水難救済会
副総裁)

堀信次(群馬
県事務官)

明治38年6月16日 墨書 1通

163 鍋島直大書簡
鍋島直大(帝
国水難救済会
副総裁)

堀信次
〔明治38年〕6月16
日

群馬県委員副総長嘱託につ
いて

墨書 1通

164 嘱託書(当支会顧問を嘱託す)
日本赤十字社
篤志看護婦人
会群馬支会

堀信次 明治38年6月19日 墨書 1通

165 辞令(考試委員を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月20日 墨書 1通

166 辞令(東京市へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年6月27日 墨書 1通

167
嘱託書(総裁殿下の允許を得て
愛国婦人会群馬支部参与を嘱託
す)

岩倉久子(愛
国婦人会長)

堀信次 明治38年7月1日 墨書 1通

168
嘱託書(大日本武徳会群馬支部
常議員を嘱託す)

伏見宮貞愛
(大日本武徳
会総裁)

堀信次 明治38年7月20日 墨書 1通

169 辞令(群馬県事務官)
吉見輝(群馬
県知事)

堀信次(群馬
県事務官)

明治38年7月22日 墨書 群馬県用箋 1通

170 吉見輝書簡
吉見輝(群馬
県知事)

堀信次(事務
官)

明治38年7月25日 転地療養之件聞届 墨書 1通
転地療養願控、
1通
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171
辞令(内務省へ御用有之滞京を
命ず)

群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年8月10日 墨書 群馬県用箋 1通

172
辞令(明治三十八年通常県会提
出議案第一部主管事務に関する
議事参与を命ず)

群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年10月31
日

墨書 1通

173 辞令(陞叙高等官四等)
桂太郎(内閣
総理大臣)

堀信次(群馬
県事務官)

明治38年11月2日 墨書 1通

174
辞令(山田郡を経て東京市へ出
張を命ず)

群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年11月4日 墨書 群馬県用箋 1通

175 辞令(特別社員に列す)

閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)、松方
正義(日本赤
十字社社長)

堀信次
明治38年11月13
日

墨書、印
刷

1通

176 愛国婦人会有功章贈与証
岩倉久子(愛
国婦人会長)

堀信次
明治38年11月21
日

七宝銀色製有功章を贈与す
墨書、印
刷

1通

177 辞令(東京市へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年11月21
日

墨書 群馬県用箋 1通

178 位記(叙正六位)
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次
明治38年12月20
日

墨書 1通

179 辞令(東京市へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年12月26
日

墨書 群馬県用箋 1通

180
辞令(本県事務官在職中職務勉
励につき金三十円賞与す)

島根県
堀信次(群馬
県事務官)

明治38年12月26
日

墨書 1通

181
辞令(職務格別勉励につき金六
十円賞与)

群馬県
堀信次(事務
官)

明治38年12月26
日

墨書 1通
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182 松永成吉書簡

松永成吉(帝
国義勇艦隊建
設島根県地方
委員長)

堀信次 明治38年12月 委員在職中の手当贈呈 墨書 1通

183 辞令(東京市へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治39年1月11日 墨書 群馬県用箋 1通

184
辞令(群馬県農工銀行定時株主
総会へ知事代理として出席を命
ず)

吉見輝(群馬
県知事)

堀信次(群馬
県事務官)

明治39年1月23日 墨書 群馬県用箋 1通

185 辞令(栃木県へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治39年2月14日 墨書 群馬県用箋 1通

186
辞令(群馬県農工銀行臨時株主
総会へ知事代理として出席を命
ず)

吉見輝(群馬
県知事)

堀信次(群馬
県事務官)

明治39年2月27日 墨書 群馬県用箋 1通

187 勲記(勲五等双光旭日章)
堀信次(群馬
県事務官)

明治39年4月1日 墨書 1通

188
辞令(明治三十七、八年事件の功
に依り勲五等双光旭日章及金七
百円を授く)

堀信次(群馬
県事務官)

明治39年4月1日 墨書 1通

189 辞令(東京市へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治39年4月28日 墨書 群馬県用箋 1通

190
褒状(松江市火災の際罹災窮民
へ金五円施与について)

松永武吉(島
根県知事)

堀信次 明治39年4月30日 墨書 1通

191 謝状(金製時計一個を贈与)
閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次(群馬
支部副長)

明治39年6月1日 墨書 1通

192 辞令(東京市へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治39年6月11日 墨書 群馬県用箋 1通
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193 辞令(埼玉県へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治39年7月14日 墨書 群馬県用箋 1通

194
辞令(群馬県農工銀行定時株主
総会へ知事代理として出席を命
ず)

吉見輝(群馬
県知事)

堀信次(群馬
県事務官)

明治39年7月20日 墨書 群馬県用箋 1通

195 辞令(東京市へ出張を命ず) 群馬県
堀信次(事務
官)

明治39年7月23日 墨書 群馬県用箋 1通

2. 7. 東京府事務官時代

196
辞令(任東京府事務官叙高等官
四等)

西園寺公望
(内閣総理大
臣)

堀信次(群馬
県事務官)

明治39年7月28日 墨書 1通

197 辞令(補第一部長兼第三部長) 内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年7月28日 墨書 内務省用箋 1通

198 辞令(二級俸下賜) 内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年7月28日 墨書 1通

199

辞令(文官普通試験委員長・文官
普通懲戒委員・看護婦試験委員
長・産婆試験委員長・主任収入
官吏を命ず)

〔東京府〕 〔堀信次〕
〔明治39年〕7月28
日

墨書 東京府用箋 1通

200
辞令(明治二十九年法律第七十
二号河川法第二十三条第一項第
二項の権限委任を解く)

群馬県
堀信次(元群
馬県事務官)

明治39年7月28日 墨書 1通

201 辞令(東京府参事会員を命ず) 内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年7月31日 墨書 内務省用箋 1通

202
辞令(群馬県収用審査会員を免
ず)

内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年7月31日 墨書 内務省用箋 1通

203
辞令(東京府収用審査会員を命
ず)

内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年7月31日 墨書 内務省用箋 1通
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204 鍋島直大書簡
鍋島直大(帝
国水難救済会
副総裁)

堀信次
〔明治39年〕8月1
日

県委員副総長嘱託について 墨書 1通 委嘱状、1通

205
辞令(東京勧業博覧会事務長を
命ず)

内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年8月1日
墨書、印
刷

1通

206
辞令(東京府農工銀行監理官を
命ず)

大蔵省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年8月2日 墨書 大蔵省用箋 1通

207
嘱託書(日本赤十字社東京支部
副長を嘱託す)

閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 明治39年8月6日 墨書 1通

208 辞令(東京市区改正委員被仰付) 内閣
堀信次(東京
府事務官)

明治39年8月7日 墨書 1通

209
賞状(堀の愛国婦人会群馬支部
参与退職に際し感謝の意を表す)

岩倉久子(愛
国婦人会長)

堀信次 明治39年8月20日 墨書 1通

210
嘱託書(帝国義勇艦隊東京府地
方副委員長を嘱託す)

有栖川宮威仁
(帝国海事協
会総裁)

堀信次 明治39年8月31日
墨書、印
刷

1通

211
辞令(東京地方森林会議員を命
ず)

農商務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年9月11日 墨書
農商務省用
箋

1通

212 辞令(警視庁防疫評議員被仰付) 内閣
堀信次(東京
府事務官)

明治39年9月22日 墨書 1通

213 推薦状(協賛員に推薦)
加納久宜(全
国肥料取次所
社長)

堀信次(東京
府農会副会
長)

明治39年9月
墨書、印
刷

1通

214 田中光顕書簡
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次(東京
府事務官)、夫
人

明治39年11月12
日

赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通
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215 嘱託書(東京支会副長を嘱託)
榎本武揚(帝
国軍人後援会
会長)

堀信次
明治39年11月14
日

墨書 1通

216 嘱託書(委員を嘱託)
千家尊福(東
京勧業博覧会
協賛会会長)

堀信次
明治39年11月29
日

墨書 1通

217
謝状(明治三十七、八年戦役の際
従軍者家族扶助の寄付を賞し木
杯下賜)

松永武吉(島
根県知事)

堀信次
明治39年12月18
日

墨書 1通

218
辞令(特別勤労あるに因り金百五
十円を賞与す)

東京府
堀信次(東京
府事務官)

明治39年12月22
日

墨書 東京府用箋 1通

219 榎本武揚書簡
榎本武揚(帝
国軍人後援会
会長)

堀信次
明治39年12月25
日

金銀製手釦壱組拝呈
墨書、印
刷

1通

220 三好小竹笛書簡
三好小竹笛
(石見神職会
長)

堀信次
明治38年12月27
日

他県へ転任に際し記念品贈
呈

墨書 1通 目録、1通

221
辞令(本県奉職中職務格別勉励
につき金五十円賞与)

群馬県
堀信次(東京
府事務官)

明治39年12月27
日

墨書 1通

222 辞令(一級俸下賜) 内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治39年12月27
日

墨書 1通

223
嘱託書(大日本蠶絲会東京支会
副会長を嘱託す)

伏見宮貞愛
(大日本蠶絲
会総裁)

堀信次 明治40年3月16日 墨書 1通

224 辞令(手当として金二十円給与) 内務省
堀信次(警視
庁防疫評議
員)

明治40年3月29日 墨書 1通
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225 田中光顕書簡
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次(東京
府事務官)、夫
人

明治40年4月22日 浜離宮観桜会に招待 印刷(活字) 1通
観桜会入苑証、
1通

226
辞令(東京商業会議所特別議員
を命ず)

東京府 堀信次 明治40年6月1日 墨書 東京府用箋 1通

227 愛国婦人会記念品贈与証
岩倉久子(愛
国婦人会長)

堀信次 明治40年6月

日露戦局に際し本会の旨趣
に基き援助せられ其功績顕
著なるを以て三ツ組木杯・桐
牌を贈与す

墨書、印
刷

1通

228 嘱託書(本社幹事を委嘱)
塩屋方国(育
英社幹事長)

堀信次 明治40年7月1日 墨書 1通

229 嘱託書(監督幹事分担依頼)
塩屋方国(育
英社幹事長)

堀信次 明治40年7月1日
墨書、印
刷

1通

230 千家尊福書簡
千家尊福(東
京勧業博覧会
協賛会会長)

堀信次 明治40年7月1日
皇太子の東京勧業博覧会へ
の行啓について

墨書 東京府用箋 1通

231 千家尊福書簡
千家尊福(東
京勧業博覧会
協賛会会長)

堀信次 明治40年7月6日
皇后・皇太子妃の東京勧業
博覧会への行啓について

印刷 東京府用箋 1通

232 辞令(補内務部長) 内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治40年7月13日 墨書 内務省用箋 1通

233
辞令(東京勧業博覧会事務勉励
につき金八百円給与)

東京府
堀信次(事務
長)

明治40年7月30日 墨書 1通

234 堀信次書簡
堀信次(東京
勧業博覧会事
務長)

堀信次 明治40年8月15日 酒肴料下賜
墨書、印
刷

東京府用箋 1通
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235 千家尊福書簡
千家尊福(東
京府神職会総
裁)

堀信次 明治40年9月4日 名誉協賛員嘱託について 墨書
付属資料は同日
付の顧問の嘱託
書

1通 嘱託書、1通

236
辞令(東京市内電気軌道に関す
る調査委員を命ず)

内務省
堀信次(東京
府事務官)

明治40年10月18
日

墨書 内務省用箋 1通

237
辞令(日本大博覧会理事官被仰
付)

内閣
堀信次(東京
府事務官)

明治40年12月6日 墨書 1通

238 辞令(陞叙高等官三等)
西園寺公望
(内閣総理大
臣)

堀信次(東京
府事務官)

明治40年12月6日 墨書 1通

239 謝状(慰労の為、金二百円贈呈)
松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次(東京
支部副長)

明治40年12月12
日

墨書 1通

240 帝国海事協会二等功労章
有栖川宮威仁
(帝国海事協
会総裁)

堀信次
明治40年12月20
日

墨書 1通

(1)功労章規定、
1通／(2)功労章
帯用者注意書、
1通

241
辞令(特別勤労あるに因り金二百
五十円賞与す)

東京府
堀信次(事務
官)

明治40年12月25
日

墨書 東京府用箋 1通

242 位記(叙従五位)
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次 明治41年1月31日 墨書 1通

243
辞令(東京勧業博覧会残務に従
事し勤労不尠につき金百五十円
を給与す)

東京府 堀信次 明治41年3月24日
墨書、印
刷

1通

244 進退伺(控)
堀信次(東京
府事務官)

原敬(内務大
臣)

明治41年4月29日
年金欺取事件の責任をとって
提出

墨書 1通

(1)金券欺取事件
取調要領、1綴
／(2)年金支払手
続きの説明
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245
辞令(衆議院議員市部郡部選挙
会事務員を命ず)

東京府
堀信次(東京
府事務官)

明治41年4月30日
墨書、印
刷

東京府用箋 1通

246 有地品之允書簡
有地品之允
(帝国海事協
会理事長)

堀信次 明治41年5月1日 特別会員に推薦
墨書、印
刷

1通 通知、1通

247
嘱託書(神社協会東京府支部長
を嘱託)

千家尊福(神
社協会会頭)

堀信次 明治41年6月30日
墨書、印
刷

1通

248
嘱託書(東京市市勢調査協議員
を嘱託)

東京市役所 堀信次 明治41年7月29日
墨書、印
刷

1通

249
謝状(水害罹災者救助のための
寄附に対して)

阿部浩(東京
府知事)

堀信次
明治41年10月15
日

墨書 1通

250
辞令(市区域並道路設計調査委
員に選定)

東京市区改正
委員会

堀信次 明治41年11月5日 墨書
東京市区改
正委員会用
箋

1通

251 田中光顕書簡
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次(東京
府事務官)、堀
ミツ

明治41年11月10
日

赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通

252
辞令(慰労の意を表し金二百円贈
呈)

松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次(東京
支部副長)

明治41年12月12
日

墨書、印
刷

1通

253
辞令(特別勤労あるに因り金250
円賞与す)

東京府
堀信次(東京
府事務官)

明治41年12月25
日

墨書 東京府用箋 1通

254 辞令(特別社員に列す)
前田利為(育
英社総裁)

堀信次 明治42年2月17日
墨書、印
刷

1通

255 嘱託書(明倫学館評議員依嘱)
前田利為(明
倫学館総裁)

堀信次 明治42年3月11日
墨書、印
刷

1通
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256 田中光顕書簡
田中光顕(宮
内大臣)

堀信次(東京
府事務官)、堀
ミツ

明治42年4月21日 浜離宮観桜会に招待 印刷(活字) 1通
観桜会入苑証、
1通

257
謝状(東京市万年尋常小学校へ
の教材寄附に対して)

阿部浩(東京
府知事)

堀信次 明治42年4月26日 墨書 1通

2. 8. 神奈川県事務官時代

258
辞令(任神奈川県事務官叙高等
官三等)

桂太郎(内閣
総理大臣)

堀信次(東京
府事務官)

明治42年5月4日 墨書 1通

259 辞令(一級俸下賜) 内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月4日 墨書 1通

260 辞令(補内務部長) 内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月4日 墨書 内務省用箋 1通

261
辞令(文官普通試験委員長を命
ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年5月4日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

262 辞令(文官普通懲戒委員を命ず) 神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年5月4日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

263
辞令(警部特別任用考試委員を
命ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年5月4日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

264
辞令(小学校事務検定委員会会
長を命ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年5月4日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

265
辞令(市町村立小学校教員恩給
審査委員長を命ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年5月4日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

266 辞令(主任収入官吏を命ず) 神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年5月4日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

267 辞令(官報報告主任を命ず) 神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年5月4日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通
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268 鍋島直大書簡
鍋島直大(帝
国水難救済会
副総裁)

堀信次
〔明治42年〕5月8
日

県委員副総長嘱託について 墨書 1通 委嘱状、1通

269
嘱託書(日本赤十字社神奈川県
支部副長を嘱託す)

閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 明治42年5月8日 墨書 1通

270
嘱託書(日本赤十字社神奈川県
支部救護員養成所長を嘱託す)

松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次 明治42年5月8日 墨書 1通

271 杉原栄三郎書簡
杉原栄三郎
(東京府会議
長)

堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月10日
転任に際し府会を代表して惜
別の意を表す

墨書 1通

272
謝状(転任につき、別書記念品贈
呈)

大隈重信(帝
国軍人後援会
会長)

堀信次 明治42年5月11日 墨書 1通 目録、1通

273 謝状(慰労として粗品を贈呈)
大隈重信(帝
国軍人後援会
会長)

堀信次 明治42年5月11日 墨書 1通

274 辞令(神奈川県参事会員を命ず) 内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月12日 墨書 1通

275
辞令(東京府収用審査会委員を
免ず)

内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月12日 墨書 内務省用箋 1通

276
辞令(神奈川県収用審査会委員
を命ず)

内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月12日 墨書 内務省用箋 1通

277
辞令(神奈川県農工銀行監理官
を命ず)

大蔵省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月13日 墨書 大蔵省用箋 1通
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278
辞令(東京地方森林会議員を免
ず)

農商務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月14日 墨書 農商務用箋 1通

279
辞令(神奈川地方森林会議員を
命ず)

農商務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月14日 墨書 農商務用箋 1通

280
嘱託書(神奈川県農会顧問を委
嘱す)

周布公平(神
奈川県農会
長)

堀信次 明治42年5月15日 墨書
神奈川県農
会用箋

1通
神奈川県農会名
誉会員推薦状、
1通

281
嘱託書(神奈川県産牛共進会事
務総長並神奈川県馬匹共進会事
務総長を嘱託す)

周布公平(神
奈川県農会
長)

堀信次(名誉
会員)

明治42年5月15日 墨書
神奈川県農
会用箋

1通

282 辞令(日本大博覧会理事官被免) 内閣
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月19日 墨書 1通

283 周布貞子書簡
周布貞子(愛
国婦人会神奈
川県支部長)

堀信次 明治42年5月20日
本会長より当支部副顧問嘱
託相成

墨書 1通 委嘱状、1通

284
謝状(本会事業への尽力に謝意
を表す)

有地品之允
(帝国海事協
会理事長)

堀信次 明治42年5月24日
墨書、印
刷

1通

285
嘱託書(帝国義勇艦隊神奈川県
地方副委員長を嘱託す)

有栖川宮威仁
(帝国海事協
会総裁)

堀信次 明治42年5月24日
墨書、印
刷

1通

286
謝状(副会頭としての尽力に対し
て)

阿部浩(東京
府畜産会会
頭)

堀信次 明治42年5月24日 墨書 1通

287 辞令(警視庁防疫評議員被免) 内閣
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年5月28日 墨書 1通
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288
辞令(転任に付、謝意を表して服
地料百円を贈進)

阿部浩(日本
赤十字社東京
支部長)

堀信次 明治42年5月 墨書 1通

289
謝状(転任に付、惜別の意を表す
る為別紙目録の通贈呈)

東京府官吏等
有志一同

堀信次 明治42年5月 墨書 1通
(1)目録、1通／
(2)有志氏名録、
1綴

290 三浦栄五郎書簡

三浦栄五郎
(東京地方裁
判所検事正代
理検事)

堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年6月18日
2月27日出張の職務につき問
合せ

墨書 1通
返書控、1通(同
綴)

291 勲記(叙勲四等授瑞宝章) 賞勲局
堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年6月27日 墨書 1通

292
辞令(明治四十年の事件に関して
監督不行届により譴責)

平田東助(内
務大臣)

堀信次(神奈
川県事務官)

明治42年10月1日 墨書 1通

293 辞令(港務部長臨時代理を命ず) 神奈川県庁 堀信次 明治42年11月5日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

294 有地品之允書簡
有地品之允
(帝国海事協
会理事長)

堀信次
明治42年12月21
日

慰労の印として記念品贈呈
墨書、印
刷

1通

295
辞令(事務格別勉励につき金百
三十五円給与)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治42年12月21
日

墨書
神奈川県庁
用箋

1通

296
辞令(全生病院創立委員在職中
特別勤労あるに依り金三百円給
与す)

東京府 堀信次
明治42年12月22
日

墨書 東京府用箋 1通

297 謝状(木盃一組を贈り謝意を表す)
松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次
明治42年12月24
日

墨書、印
刷

1通
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298 辞令(港務部長臨時代理を免ず) 神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治43年3月29日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

299 渡辺千秋書簡
渡辺千秋(宮
内大臣)

堀信次(神奈
川県事務官)

明治43年4月25日 浜離宮観桜会に招待 印刷(活字) 1通

300 尾崎行雄書簡
尾崎行雄(東
京市参事会、
東京市長)

堀信次 明治43年4月
市区改正臨時速成事業に関
する尽力に感謝の意を表す
るため別紙目録の通贈呈

墨書 1通
(1)目録、1点／
(2)受領許可証、
1通

301
辞令(神職尋常試験委員長を命
ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治43年6月7日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

302 日英博覧会神奈川出品協会書簡
日英博覧会神
奈川出品協会

堀信次 明治43年7月10日 本会顧問を嘱託 墨書 1通

303
嘱託書(神奈川支部副支部長を
嘱託す)

有栖川宮威仁
(日本海員掖
済会総裁)

堀信次 明治43年9月15日 墨書 1通

304
辞令(事務格別勉励につき金百
五十円給与)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治43年12月21
日

墨書
神奈川県庁
用箋

1通

305
謝状(慰労の意を表し金二百円贈
呈)

松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次 明治43年12月
墨書、印
刷

1通

306 尾崎行雄書簡
尾崎行雄(東
京市参事会、
東京市長)

堀信次 明治44年1月
市政調査完了に付き手釦贈
呈

墨書、印
刷

1通

307 日本赤十字社有功章贈与記

閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)、松方
正義(日本赤
十字社社長)

堀信次 明治44年6月4日 墨書 1通
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308 通牒(皇后御製歌の写を頒布)

日本赤十字社
神奈川県支
部、松方正義
(日本赤十字
社長)

堀信次(佩有
功章特別社
員)

明治44年6月12日
墨書、印
刷

日本赤十字
社神奈川県
支部用箋、
日本赤十字
社用箋

1綴

309 日英博覧会神奈川出品協会書簡
日英博覧会神
奈川出品協会

堀信次 明治44年7月31日 無事閉会、記念手釦贈呈 墨書 1通

310 日英博覧会神奈川出品協会書簡
日英博覧会神
奈川出品協会

堀信次 明治44年7月 無事閉会、金盃一個贈呈 墨書 1通
金盃料封筒、1
点

311
辞令(横浜市県会議員投票所監
視を命ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治44年9月20日
墨書、印
刷

神奈川県庁
用箋

1通

312
辞令(横浜市県会議員選挙会監
視を命ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治44年9月20日
墨書、印
刷

神奈川県庁
用箋

1通

313 周布公平書簡

周布公平(日
本赤十字社神
奈川県支部
長)

堀信次
明治44年12月15
日

別紙目録之通贈呈 墨書 1通 目録、1点

314 有地品之允書簡
有地品之允
(帝国海事協
会理事長)

堀信次
明治44年12月18
日

帝国義勇艦隊建設事業への
協力を謝す

墨書、印
刷

1通

315
辞令(神奈川県町村吏員懲戒審
査会員を命ず)

内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治44年12月19
日

墨書、印
刷

内務省用箋 1通

316
辞令(神奈川県市吏員懲戒審査
会員を命ず)

内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

明治44年12月19
日

墨書、印
刷

内務省用箋 1通

317 辞令(金百五十円を給与) 神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治44年12月25
日

墨書
神奈川県庁
用箋

1通
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318
謝状(慰労の意を表し別紙の通贈
呈)

松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次(神奈
川県支部副
長)

明治44年12月
墨書、印
刷

1通

319 嘱託書(顧問を嘱託)
大島久満次
(神奈川県農
会長)

堀信次(名誉
会員)

明治45年2月7日 墨書
神奈川県農
会用箋

1通

320 大島久満次書簡
大島久満次
(神奈川県農
会長)

堀信次(顧問) 明治45年4月2日
任期満了の処、再応推薦議
決を経たことを通知

墨書
神奈川県農
会用箋

1通

321 堀信次書簡

堀信次(産業
組合中央会神
奈川県支会
長)

堀信次(産業
組合中央会賛
助会員)

明治45年4月2日 会長の再選重任を通知 ペン
産業組合中
央会神奈川
県支会用箋

1通

322
辞令(横浜市内衆議院議員投票
所監視を命ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治45年5月9日
墨書、印
刷

神奈川県庁
用箋

1通

323
辞令(横浜市衆議院議員開票所
監視を命ず)

神奈川県庁
堀信次(事務
官)

明治45年5月9日
墨書、印
刷

神奈川県庁
用箋

1通

324 勲記(勲四等瑞宝章)
堀信次(神奈
川県事務官)

明治45年6月27日 墨書 1通
領票ノ写並領票
記入ノ心得、1通

325 松方正義書簡
松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次(神奈
川県支部副
長)

明治45年7月1日
万国赤十字総会へ出席の小
沢副社長一行の歓迎会の招
待状

墨書、印
刷

1通

326 渡辺千秋書簡
渡辺千秋(宮
内大臣)

堀信次(神奈
川県事務官)

大正元年11月10
日

海軍演習観艦式後、午餐下
賜

印刷(活字) 1通

327
嘱託書(同仁会神奈川県支部副
長を嘱託)

大隈重信(同
仁会会長)

堀信次
大正元年11月26
日

墨書 1通
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328 有地品之允書簡
有地品之允
(帝国海事協
会理事長)

堀信次
大正元年12月18
日

事業への協力を感謝
墨書、印
刷

1通

329
辞令(事務格別勉励につき金百
八十円賞与す)

神奈川県
堀信次(事務
官)

大正元年12月27
日

墨書
神奈川県庁
用箋

1通

330 謝状(金二百円贈呈)
松方正義(日
本赤十字社
長)

堀信次(神奈
川県支部副
長)

大正元年12月 印刷 郵送用封筒あり 1通
慰労金空封筒、
1点

331 渡辺千秋書簡
渡辺千秋(宮
内大臣)

堀信次 大正2年1月3日 赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通

332 三□田□将書簡 三□田□将 堀信次 大正2年2月26日
過日拝呈致居候記念品漸く
相調候

墨書 1通

333 位記(叙正五位)
渡辺千秋(宮
内大臣)

堀信次 大正2年2月28日 墨書 1通

334 辞令(年俸五百円加賜) 内務省
堀信次(神奈
川県事務官)

大正2年5月30日 墨書 1通

335
辞令(県庁舎建築中事務格別勉
励につき金千円給与)

神奈川県
堀信次(臨時
建築課長心
得)

大正2年6月13日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

336
辞令(事務格別勉励につき金七
百五十円給与)

神奈川県
堀信次(事務
官)

大正2年6月13日 墨書
神奈川県庁
用箋

1通

337 花房義賢書簡
花房義賢(日
本赤十字社
長)

堀信次 大正2年6月16日
神奈川県支部長の嘱託を解
くにあたって慰労の意を表し
別封の通り贈呈

墨書 1通

(1)印刷によるほ
ぼ同趣旨の書
簡、1通／(2)贈
呈品目録等、2
点

338 表彰状(社業尽力に謝意を表す)
閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 大正2年6月16日 墨書 1通
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339 周布貞子ほか3名書簡
周布貞子(横
浜婦人事前会
会長)ほか3名

堀ミツ 大正2年6月16日 転居に際し記念に帛紗進呈 墨書 1通

340 阿部篤子書簡
阿部篤子(愛
国婦人会長)

堀信次 大正2年6月18日
堀の愛国婦人会神奈川県支
部副顧問退任に際して感謝
の意を表する

墨書 1通

341 大島富子書簡
大島富子(愛
国婦人会神奈
川県支部長)

堀信次 大正2年6月19日
愛国婦人会長より挨拶状到
達

墨書 1通

342 大島久満次書簡

大島久満次
(日本赤十字
社神奈川県支
部長)

堀信次 大正2年6月19日
本社長より挨拶状等別紙之
通回送

墨書 1通

343 大島久満次書簡

大島久満次
(日本赤十字
社神奈川県支
部長)

堀信次 大正2年6月19日
退任に際し別紙目録之通呈
上

墨書 1通
贈呈目録等、3
点

344 恩給請求書 堀信次
原敬(内務大
臣)

大正2年6月20日
神奈川県事務官勤務中廃官
に付き恩給を請求

墨書 控えヵ 1通

345 渡辺多満書簡
渡辺多満(横
浜孤児院長)

堀ミツ 大正2年7月1日 転居に際し記念に帛紗進呈 墨書 1通

346
謝状(会務尽力につき敬謝の儀を
表す)

樺山資紀(日
本海員掖済会
副総裁)、内田
正敏(日本海
員掖済会理事
会長)

堀信次(日本
海員掖済会神
奈川支部副支
部長)

大正2年7月3日
墨書、印
刷

1通

347
謝状(顧問として尽力した功労を
多とし絹地一巻を贈呈)

神奈川県農会 堀信次 大正2年7月4日 墨書 1通
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348
謝状(名誉会員としての会務助成
に感謝)

大島久満次
(神奈川県農
会長)

堀信次 大正2年7月4日 墨書 1通

349
謝状(神奈川県支会の創立者、会
長としての功労を多とし大理石置
時計一個を贈呈)

岡野欣之助
(産業組合中
央会神奈川県
支会副会長)

堀信次 大正2年7月4日 墨書 1通

350 平田東助書簡
平田東助(産
業組合中央会
会頭)

堀信次 大正2年7月8日
本会神奈川県支会長として
御高配を蒙り深謝

墨書 1通

351
帝国義勇艦隊建設神奈川県地方
委員部書簡

帝国義勇艦隊
建設神奈川県
地方委員部

堀信次 大正2年7月11日 本会よりの謝状転送 墨書 1通 謝状、1通

352 神奈川県有志者書簡
神奈川県有志
者

堀信次 大正2年7月15日
神奈川県事務官退職を惜し
み記念品を贈呈

墨書 1通
(1)記念品贈呈者
人名、1綴／(2)
連絡事項、1点

353 謝状(寄附金に対する謝状)
桂太郎(恩賜
財団済生会会
長)

堀信次 大正2年8月10日 墨書 1通

354 位記(特旨を以て位一級を被進) 宮内省 堀信次 大正2年9月10日 正五位から従四位へ昇進 墨書 1通

355 位記(叙従四位)
渡辺千秋(宮
内大臣)

堀信次 大正2年9月10日 墨書 1通

356 大島富子書簡
大島富子(愛
国婦人会神奈
川県支部長)

堀信次 〔大正2年〕
堀の愛国婦人会神奈川県支
部副顧問退任に際して感謝
の意を表する

墨書 1通
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357 目録
神奈川県農工
銀行

〔大正2年〕 銀製茶器壹組 墨書 1通

2. 9. 樺太庁時代

358
辞令(任樺太庁内務部長、叙高等
官三等)

大隈重信(内
閣総理大臣)

堀信次 大正3年10月6日 墨書 1通

359 辞令(一級俸下賜) 内務省 堀信次 大正3年10月6日 墨書 1通

360

辞令(文官普通試験委員長、文官
普通懲戒委員、神職尋常試験委
員長、社司社掌試験委員長、庁
立小学校教員恩給審査委員長、
巡査考試委員を命ず)

樺太庁
堀信次(内務
部長)

大正3年10月7日 墨書 樺太庁用箋 1通

361 嘱託書(本会幹事長を嘱託す)
岡田文次(樺
太教育会長)

堀信次 大正3年10月14日 墨書 1通

362
嘱託書(愛国婦人会樺太支部参
与を嘱託す)

岡田周子(愛
国婦人会樺太
支部長)

堀信次 大正3年10月16日 墨書 1通

363
嘱託書(日本赤十字社樺太委員
副総長を嘱託す)

閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 大正3年10月19日 墨書 1通

364 〔推薦状〕
帝国在郷軍人
会豊原分会

堀信次(樺太
庁内務部長)

大正3年10月21日 本分会の特別会員に推薦す 墨書 1通

365 大隈重信・阪谷芳郎書簡

大隈重信(帝
国飛行協会会
長)、阪谷芳郎
(帝国飛行協
会副会長)

堀信次(樺太
内務部長)

大正3年10月26日
飛行協会協会支部副長嘱託
について

印刷 1通 嘱託書、1通
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366 空封筒 大正3年10月 樺太庁在勤中とあり 墨書 1点

367 岡田文次書簡
岡田文次(樺
太武徳会長)

堀信次 大正3年11月13日 顧問嘱託について 墨書 1通
樺太武徳会趣意
書、1通

368
辞令(内務部臨時調査課長心得
を命ず)

樺太庁
堀信次(内務
部長)

大正3年11月14日 墨書 樺太庁用箋 1通

369
嘱託書(樺太競馬会理事長を嘱
託す)

岡田文次(樺
太競馬会名誉
会頭)

堀信次 大正3年11月14日 墨書 1通

370
嘱託書(樺太恩賜財団理事を嘱
託す)

岡田文次(財
団法人樺太恩
賜財団総裁)

堀信次 大正3年12月9日 墨書 1通

371
嘱託書(財団法人樺太慈恵院理
事を嘱託す)

岡田文次(財
団法人樺太慈
恵院長)

堀信次 大正3年12月9日 墨書 1通

372 辞令(金二百五十円賞与) 樺太庁
堀信次(内務
部長)

大正3年12月23日 墨書 樺太庁用箋 1通

373 北川正武書簡
北川正武(帝
国在郷軍人会
旭川支部長)

堀信次(樺太
庁内務部長)

大正4年3月31日
在郷軍人会旭川支部特別会
員推薦状等の件

印刷[カー
ボン]

帝国在郷軍
人会旭川支
部用箋

1通 推薦状、1通

374 空封筒
内務大臣秘書
官

堀信次(樺太
庁内務部長)

大正4年4月10日 墨書 至急親展、書留 1点

375 辞令(大礼使事務官被仰付) 内閣
堀信次(樺太
庁内務部長)

大正4年4月12日 1通
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376 内閣書記官室書簡 内閣書記官室
堀信次(大礼
使事務官)

大正4年4月15日 大礼使事務官就業上の注意
墨書、印
刷[蒟蒻
版]

1通 通牒、1通

377 空封筒
内務大臣秘書
官

堀信次(樺太
庁内務部長)

大正4年4月16日 墨書 書留、親展 1点

378
辞令(大礼使評議会に参集相成
度)

大礼使評議会
幹事

堀信次(大礼
使事務官)

大正4年4月24日
墨書、印
刷[蒟蒻
版]

1通

379
辞令(大礼使評議会に参集相成
度)

大礼使評議会
幹事

堀信次(大礼
使事務官)

大正4年4月29日
墨書、印
刷[蒟蒻
版]

1通

380 辞令(京都行幸供奉被仰付) 内閣
堀信次(大礼
使事務官)

大正4年10月31日 墨書 1通

381 大礼記念章之証
正親町実正
(賞勲局総裁)

堀信次(樺太
庁内務部長)

大正4年11月10日 墨書 1通
(1)カバー和紙、1
枚／(2)木製棒、
1点

382 辞令(金六百円賞与) 樺太庁
堀信次(内務
部長)

大正4年12月25日 墨書 樺太庁用箋 1通

383 大礼使処務規定 〔大正4年〕
墨書、印
刷[蒟蒻
版]

1通 名簿、1綴

384
辞令(大礼使事務格別勉励につ
き金百円を賜う)

内閣
堀信次(大礼
使事務官)

大正5年1月19日 墨書 1通

385
嘱託書(明治神宮奉賛会樺太支
部副長を嘱託す)

徳川家達(明
治神宮奉賛会
会長)

堀信次 大正5年2月12日
墨書、印
刷

1通

386 照会 内閣書記官 堀信次 大正5年3月2日
御真影拝戴希望者は氏名を
申し出ること

印刷[蒟蒻
版]

1通
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387
嘱託書(財団法人大礼恩賜樺太
慈恵財団理事長を嘱託す)

岡田文次(財
団法人大礼恩
賜樺太慈恵財
団)

堀信次 大正5年4月18日 墨書 1通

388 式部長官書簡 式部長官 堀信次 大正5年5月
大礼祭典の節、供進の御幣
物下賜相成

印刷[蒟蒻
版]

1通

389 内務大臣官房秘書課書簡
内務大臣官房
秘書課

堀信次(樺太
庁内務部長)

大正5年7月4日
元大礼使事務官として大膳
寮より御下賜品あり

印刷[カー
ボン]

1通

390 昌谷彰書簡
昌谷彰(樺太
庁長官)

堀信次(内務
部長)

大正5年11月14日 転地療養のため帰省許可 墨書 樺太庁用箋 1通

391
辞令(職務格別勉励につき金三
百円賞与)

樺太庁
堀信次(内務
部長)

大正5年12月22日 墨書 樺太庁用箋 1通

392 徳川家達書簡
徳川家達(明
治神宮奉賛会
会長)

堀信次 大正6年3月5日 在嘱中の尽力に礼を述べる
墨書、印
刷

1通

393 辞令(依願免本官)
寺内正毅(内
閣総理大臣)

堀信次(樺太
庁内務部長)

大正6年3月5日 墨書 1通

394 大隈重信書簡
大隈重信(飛
行協会会長)

堀信次 大正6年3月6日 在嘱中の尽力に礼を述べる
墨書、印
刷

1通

395 謝状(社業尽力に謝意を表す)
閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 大正6年3月12日 墨書 1通

396 日本赤十字社樺太委員部書簡
日本赤十字社
樺太委員部

堀信次 大正6年3月20日
別紙預金名義変更届書に御
捺印の上御返送相成度

墨書
日本赤十字
社樺太委員
部用箋

1通

397 財団法人樺太恩賜財団書簡
財団法人樺太
恩賜財団

堀信次 大正6年3月29日 在職中の尽力に感謝 墨書 1通



堀信次関係文書目録

39

請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

398
辞令(職務格別勉励につき金三
百円賞与)

樺太庁
堀信次(元樺
太庁内務部
長)

大正6年3月31日 墨書 樺太庁用箋 1通

399 波多野敬直書簡
波多野敬直
(宮内大臣)

堀信次 大正6年4月12日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通

400 波多野敬直書簡
波多野敬直
(宮内大臣)

堀信次 大正6年11月12日 赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通

401 謝状(在職中の尽力につき)
財団法人大礼
恩賜樺太慈恵
財団

堀信次 大正6年3月29日 墨書 1通

402
解嘱書(財団法人樺太慈恵院理
事嘱託を解く)

昌谷彰(財団
法人樺太慈恵
院長)

堀信次(理事
長理事)

大正6年3月29日 墨書 1通

403
解嘱書(樺太競馬会理事長嘱託
を解く)

昌谷彰(樺太
競馬会名誉会
頭)

堀信次 大正6年6月15日 墨書 1通

404 徳川家達書簡
徳川家達(明
治神宮奉賛会
会長)

堀信次 大正8年2月7日
通常会員に列し奉賛章を贈
る

墨書、印
刷

1通
明治神宮奉賛会
会員徽章規定、
1通

405 波多野敬直書簡
波多野敬直
(宮内大臣)

堀信次 大正8年4月16日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通
観桜会入苑証、
1通

2. 10. 甲府市長時代

406 辞令(甲府市長就任裁可)
床次竹次郎
(内務大臣)

堀信次 大正8年10月23日
墨書、印
刷

内務省用箋 1通
藤原忠夫(山梨
県理事官)書簡、
1通

407
嘱託書(帝国義勇艦隊建設山梨
県地方医院を嘱託す)

東伏見宮依仁
(帝国海事協
会総裁)

堀信次 大正8年10月24日 墨書 1通



堀信次関係文書目録

40

請求
番号

タイト ル 作成者 宛先 年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

408
嘱託書(武田神社奉建会甲府市
委員長を嘱託す)

長野幹(武田
神社奉建会総
裁)

堀信次(評議
員)

大正8年11月5日 墨書 1通

409
嘱託書(武田神社奉建会評議委
員を嘱託す)

長野幹(武田
神社奉建会総
裁)

堀信次 大正8年11月5日 墨書 1通

410 長野幹書簡
長野幹(武田
神社奉建会総
裁)

堀信次 大正8年11月5日
武田神社奉建会評議委員の
嘱託について

墨書 1通

411 武田神社奉建会趣意書 印刷 1冊

412
嘱託書(山県神社奉建会甲府市
委員長を嘱託す)

長野幹(山県
神社奉建会総
裁)

堀信次 大正8年11月5日
墨書、印
刷

1通

(1)山県神社創建
会会則、1通／
(2)山県神社創建
会収支予算、1
通／(3)評議員依
嘱状、2通

413
嘱託書(山梨県消防協会甲府支
部顧問を嘱託す)

辛島知己(山
梨県消防協会
長)

堀信次 大正8年11月5日 墨書 1通

414 嘱託書(甲府市委員長を嘱託す)
大隈重信(同
仁会会長)

堀信次 大正8年11月6日 墨書 1通

415 同仁会要覧
同仁会本部事
務所

大正8年6月 印刷 1冊

416
嘱託書(日本赤十字山梨支部甲
府市委員長を嘱託す)

石黒忠悳(日
本赤十字社
長)

堀信次 大正8年11月25日 墨書 1通 送り状、1通

417
嘱託書(甲府電話寄附開通に関
する調査委員を嘱託す)

竹内友治郎
(東京逓信局
長)

堀信次 大正8年12月18日
墨書、印
刷

1通
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418
嘱託書(山梨県衛生会甲府市委
員を嘱託す)

辛島知己(山
梨県衛生会
頭)

堀信次 大正8年12月19日 墨書 1通

419 嘱託書(本会理事を嘱託す)
長野幹(財団
法人山梨慈善
保護会総裁)

堀信次 大正8年12月23日 墨書 1通

420
授与証(市会の議決により職務慰
労手当三百円を贈与)

甲府市
堀信次(甲府
市長)

大正8年12月24日 墨書 1通

421
推薦通知書(本会名誉会員に推
薦)

名取忠愛(甲
府市農会長)

堀信次 大正9年2月28日 墨書 1通

422 正親町実正書簡
正親町実正
(皇道会会長)

堀信次(甲府
市長)

〔大正〕9年3月15
日

過日久保田副理事御地出張
之節は種々便宜を御与へ被
下候由感謝之至りに不堪

墨書 年は消印より 1通

423 礼状
北原為十郎
(市立相生尋
常小学校長)

堀信次 大正9年3月17日 教材提供の礼
墨書、印
刷

1通

424
長野幹(大日本蚕糸会山梨支会
長)

長野幹(大日
本蚕糸会山梨
支会長)

堀信次 大正9年4月1日
当支会甲府委員部長嘱託に
ついて

墨書
大日本蚕糸
会山梨支会
用箋

1通 嘱託書、1通

425 波多野敬直書簡
波多野敬直
(宮内大臣)

堀信次、夫
人、娘

大正9年4月15日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通 地図、1枚

426
嘱託書(帝国在郷軍人会甲府市
分会顧問を嘱託す)

貞愛(帝国在
郷軍人会総裁
元帥陸軍大
将)

堀信次(名誉
会員甲府市
長)

大正9年5月31日 墨書 封筒なし 1通

427
嘱託書(山県神社創建会理事を
嘱託す)

広瀬和育(山
県神社創建会
長)

堀信次 大正9年6月5日 墨書 1通
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428
解嘱書(育英社基本金増募特別
委員解嘱)

前田利為(育
英社総裁)

堀信次 大正9年6月10日
墨書、印
刷

虫損 1通

429 柴野義広書簡
柴野義広(育
英社幹事長)

堀信次 大正9年6月10日 育英社基本金募集一段落
墨書、印
刷

1通

430
嘱託書(第二回馬匹共進会第一
回家畜共進会評議員ヲ嘱託ス)

長野幹(山梨
県畜産会総
裁)

堀信次 大正9年8月1日 墨書
山梨県畜産
会用箋

封筒なし 1通

431 長野幹書簡
長野幹(山梨
県山林会長)

堀信次 大正9年8月20日
山梨県山林会甲府市支部長
嘱託について

印刷[カー
ボン]

1通 嘱託書、1通

432 推薦通知書
富永鴻(山梨
県畜産会長)

堀信次 大正9年9月10日 本会名誉会員に推薦す 墨書 1通

433 伏見宮貞愛書簡
伏見宮貞愛
(明治神宮奉
賛会総裁)

堀信次 大正9年10月1日
特別会員に列し特別章を贈
る

墨書、印
刷

1通

434 中村雄次郎書簡
中村雄次郎
(宮内大臣)

堀信次、夫
人、娘

大正9年11月13日 赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通

435
授与証(第一回国勢調査記念とし
て記念章・紀念杯を贈与)

山梨県 堀信次 大正9年12月3日
墨書、印
刷

1通

436
授与証(市会の議決により職務慰
労手当七百円を贈与)

甲府市
堀信次(甲府
市長)

大正9年12月24日 墨書 1通

437 長野幹書簡
長野幹(日本
赤十字社山梨
支部長)

堀信次(甲府
市委員長)

大正9年12月25日 慰労までに粗品贈呈 墨書 1通

438
嘱託書(山梨善誘協会評議員を
嘱託す)

長野幹(山梨
善誘協会会
長)

堀信次 大正10年1月25日 墨書 1通
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439 嘱託書(甲府市支部長を嘱託す)
長野幹(山梨
善誘協会会
長)

堀信次 大正10年1月25日 墨書 1通

440 推薦通知書(名誉委員に推薦)

住田千代松
(第四回全国
菓子飴大品評
会会長)

堀信次 大正10年1月
墨書、印
刷

1通

441
辞令(甲府商業会議所議員選挙
委員を命ず)

長野幹(山梨
県知事)

堀信次(甲府
市長)

大正10年3月7日 墨書
山梨県辞令
用箋

1通

442 牧野伸顕書簡
牧野伸顕(宮
内大臣)

堀信次、夫
人、娘

大正10年4月14日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通 地図、1枚

443
嘱託書(山梨県支部顧問嘱託致
候)

正親町実正
(皇道会会長)

堀信次(甲府
市長)

大正10年4月20日 墨書 封筒なし 1通

444
謝状(明治四十五年恩賜財団済
生会への寄附に対して)

井上孝哉(神
奈川県知事)

堀信次 大正10年5月2日
墨書、印
刷

1通

445 第一回国勢調査記念章之証
児玉秀雄(賞
勲局総裁)

堀信次 大正10年7月1日 墨書 1通
勲章記章佩用心
得、1通

446
嘱託書(国幣中社浅間神社列格
五十年祭正遷宮祭奉賛会委員長
を嘱託す)

長野幹(国幣
中社浅間神社
列格五十年祭
正遷宮祭奉賛
会総裁)

堀信次 大正10年8月1日 墨書 封筒なし 1通

447
嘱託書(第三回馬匹共進会第二
回家畜共進会並第三回家禽共進
会評議員を嘱託す)

長野幹(山梨
県畜産会総
裁)

堀信次 大正10年9月20日 墨書
山梨県畜産
会用箋

封筒なし 1通

448 牧野伸顕書簡
牧野伸顕(宮
内大臣)

堀信次、娘 大正10年11月9日 赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通
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449 牧野伸顕書簡
牧野伸顕(宮
内大臣)

堀信次、娘 大正11年4月8日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通

450 赤松小寅書簡
赤松小寅(知
事官房主事)

堀信次(甲府
市長)

大正11年4月22日
英国皇太子殿下御来県、貴
職ニ対シ拝謁握手ヲ賜ハル
ヘキ趣

墨書 山梨県用箋 封筒なし 1通

451 珍田捨巳書簡
珍田捨巳(英
国皇太子殿下
接伴員)

堀信次(甲府
市長)

大正11年4月27日 英国皇太子の晩餐会に招待 印刷(活字) 1通

(1)メニュー(仏
文)、1枚／(2)名
刺、1枚／(3)食
卓番号札、1枚
／(4)伝言メモ、1
枚

452 辞令(甲府市長辞任認可)
水野錬太郎
(内務大臣)

堀信次(山梨
県甲府市長)

大正11年6月19日 墨書 内務省用箋 1通

(1)松本角太郎
(甲府市長代理
助役)書簡、1通
／(2)辞職願控、
1通

453
辞令(山梨支部甲府市委員長の
嘱託を解く)

平山成信(日
本赤十字社社
長)

堀信次 大正11年9月23日 墨書 1通

454
謝状(在職中社業に尽力、謝意を
表す)

閑院宮載仁
(日本赤十字
社総裁)

堀信次 大正11年9月23日 墨書 1通

455
謝状(在職中社業に尽力、別封を
贈与)

長野幹(日本
赤十字社山梨
支部長)

堀信次 大正11年9月24日 墨書 1通

456 目録
日本赤十字社
山梨支部

銀製洋盃六個 墨書 1通

457 斎田斉英書簡
斎田斉英(日
本赤十字社山
梨支部主事)

堀信次
大正11年11月14
日

慰労として記念品贈呈 墨書
日本赤十字
社山梨支部
用箋

1通
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458 牧野伸顕書簡
牧野伸顕(宮
内大臣)

堀信次、夫
人、娘

大正11年11月15
日

赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通

459
解嘱書(山県神社創建会甲府市
委員長の嘱託を解く)

大海原重義
(山県神社創
建会長)

堀信次
大正11年12月21
日

墨書 1通

460 空封筒
帝国義勇艦隊
建設山梨県地
方委員部

帝国義勇艦隊
建設甲府市地
方委員部

〔大正10～11年〕 墨書 1点

461 目録 〔大正11年〕 甲府市長退職時の記念品 墨書 2点

(1)記念品贈呈者
氏名、3点／(2)
発起人書簡、1
通

2. 11. 退官後

462 牧野伸顕書簡
牧野伸顕(宮
内大臣)

堀信次、夫
人、娘

大正12年4月14日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通
(1)観桜会入苑
証、1通／(2)地
図、1枚

463 牧野伸顕書簡
牧野伸顕(宮
内大臣)

堀信次、夫人
大正13年11月11
日

赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通
観菊会入苑証、
1通

464 一木喜徳郎書簡
一木喜徳郎
(宮内大臣)

堀信次 大正15年4月14日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通

465 一木喜徳郎書簡
一木喜徳郎
(宮内大臣)

堀信次、夫
人、娘

大正15年11月3日 赤坂離宮観菊会に招待 印刷(活字) 1通

466 一木喜徳郎書簡
一木喜徳郎
(宮内大臣)

堀信次、夫
人、娘

昭和3年4月10日 新宿御苑観桜会に招待 印刷(活字) 1通 地図、1枚

467
謝状(本会事業達成の為、記念品
贈呈)

市川文蔵(山
県神社奉建会
長)

堀信次 昭和3年9月22日
墨書、印
刷

1通
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468 一木喜徳郎書簡
一木喜徳郎
(宮内大臣)

堀信次 昭和3年11月1日
大餐第一日ノ儀挙行につき
静岡県静岡市で饗饌を賜る

印刷(活字) 1通

469 静岡県書簡 静岡県 堀信次 昭和3年11月1日
即位礼及大嘗祭後大餐第一
日の儀の当日静岡県静岡市
で饗饌を賜る

印刷(活字) 1通

470 大礼記念章之証
天岡直嘉(賞
勲局総裁)

堀信次 昭和3年11月16日 墨書 1通

(1)注意、1通／
(2)記章褒賞又ハ
記念章等ヲ賜ハ
リタル者届出心
得、1通

471
山梨県庁内山県神社創建会書簡
封筒

山梨県庁内山
県神社創建会

堀信次
〔昭和〕12年11月3
日

封筒のみ 墨書 1点

472 紀元二千六百年祝典記念章之証
下条康麿(賞
勲局総裁)

堀信次
昭和15年11月10
日

墨書、印
刷

1通

473 内田正敏書簡
内田正敏(日
本海員掖済会
理事会長)

堀信次(副支
部長)

12月 以別便粗品贈呈 墨書 1通

474 内田正敏書簡
内田正敏(日
本海員掖済会
理事会長)

堀信次 12月 以別便粗品贈呈 墨書 1通

3. 著作・ 手記等

475 証拠ノ定義種類及ヒ効力 堀信次 明治25～26年頃 東京帝大時代のレポート 墨書 英法三年とあり 1綴

476 立証負担論 堀信次 明治25～26年頃 東京帝大時代のレポート 墨書 英法三年とあり 1通

477 十有一州官遊日誌 堀信次
明治27年4月29日
～6月6日

明治27年4月29日～6月6日
の日誌

墨書
｢古志国　于海生｣
名義

1綴
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478 台湾島内共有地所等視察報告書 堀信次
明治32年2月12日
～3月30日

第十二銀行勤務時、銀行の
資産となった台湾の土地・建
物を視察した報告書の草稿

墨書 1通

479 〔遭難状況口述筆記〕 明治42年2月28日
全生病院建設予定地視察の
際、反対派住民から受けた襲
撃の状況を口述筆記したもの

墨書 1綴

480 阿部浩書簡 阿部浩 堀信次
〔明治42年〕1月8
日

年始早々罹病欠勤御迷惑相
懸

墨書 1通

481 阿部浩書簡 阿部浩 堀信次
〔明治42年〕1月11
日

本日は押ても出勤可致存居 墨書 1通

482 杉原栄三郎書簡
杉原栄三郎
(東京府会議
長)

堀信次(東京
府内務部長)

明治42年2月28日 府会を代表し見舞 墨書 1通

483 阿部浩書簡 阿部浩 堀信次 明治42年4月1日
日増に御快方と遥察、増上寺
本堂其外焔焼中

墨書 1通

484 阿部浩書簡 阿部浩 堀信次 明治42年4月6日
更に二週間浴泉治療御希望
之趣毫も無御遠慮

墨書 1通

485 阿部浩書簡
阿部浩(東京
府知事)

明治42年12月22
日

全生病院創立委員として不
容易御勤労に依り別紙の通り
給与

墨書 1通 目録、1通

486
明治四十二年東村山村遭難関係
要領書等

名簿 墨書 1綴

487
明治四十二年二月二十〔七日〕
遭難関係

整理用封筒 墨書 1点

488 前組合長故小池翁碑
川尻村物資購
買販売生産組
合

大正2年1月31日
堀の撰になる碑文写真およ
び川尻村物資購買販売生産
組合の概要

印刷 1点
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489 前組合長故小池翁碑 大正2年1月31日 488と同文 印刷 1通

490 前組合長故小池翁碑 大正2年1月31日 488の写真部分のみ 印刷 1点

491 前組合長故小池翁碑 大正2年1月31日 488の拓本 拓本 1通

492 古新聞
もと489～491を包んでいた古
紙。大正2年1月3日の萬朝
報。

墨書 破損著しい 1通

493 堀信次書簡案 堀信次 〔堀仁郎〕 昭和14年5月

分家余吉ノ長孫仁郎(一徳ノ
長男)富山ノ県立中学校卒業
シテ富山ノ十二銀行ニ奉職ス
ルニ付書キ与ヘ訓戒セルモノ
ノ下書也

鉛筆 4枚

494 積翠庵老人存稿 堀信次 昭和15年1月
明治21年から昭和15年まで
の自作の漢詩を集めたもの

墨書 1綴

495 〔漢詩断片〕 堀信次 明治21～23年 漢詩の草稿 墨書 破損、一部を欠く 1通

4. 写真

496 写真(堀信次ほか) 明治36年4月20日
第五回内国勧業博覧会開会
式参列祈念

写真 1点

497 写真(堀信次ほか6名) 明治36年5月

明治三十六年五月官幣大社
出雲大社ヘ奉幣使トシテ出
張ノ折。撮影。社務所前ニ於
テ　左右ノ者ハ県属ナリ。

写真 1点

498 写真(堀信次) 明治36年11月3日 明治三十六年天長節撮影 写真 1点

499 写真(堀信次) 明治38年2月11日 明治三十八年紀元節撮影 写真 1点
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500 写真(人物5名) 明治39年4月23日
邑楽郡館林ニ出張ス時ニ花
山ノ躑躅花ヲ観ル是レ其図也

写真 1点

501 写真(堀信次) 明治41年 写真 1点

502 写真(堀信次ほか2名) 大正4年2月21日 大沢試験ニ於テ写ス 写真 1点

503 写真(堀信次ほか) 大正5年1月
樺太庁前庭ニ於テ巡査練習
生卒業式後講師諸氏等ト共
ニ撮影ス

写真 1点

504
写真(神奈川県在官中(東京府在
官中ヵ)伏見宮邸ニ於テ軍人後援
会関係ノ会合ヵ)

前列右から6番目から大隈重
信、西園寺公望、松方正義、
大山巌、伏見宮貞愛、山県有
朋、井上馨、渡辺千秋、原
敬、右から2番目のアーチ最
後列右から4番目に堀信次、
中央のアーチ左から3番目に
水野錬太郎

写真 1点
人物名を記した
ハトロン紙、1枚

5. その他

505 志摩ヨシほか4名書簡
志摩ヨシほか4
名

堀信次 昭和15年1月8日 子供たちからの喜寿祝 墨書 1通

506 弔問帳 昭和21年6月24日 墨書 1冊

507 香奠帳 昭和21年6月24日 墨書 1冊

508 志摩ヨシほか5名書簡
志摩ヨシほか5
名

堀ミツ 4月28日 子供たちからの喜寿祝 墨書 1通

509 土地貸借証草稿 堀信次 徳川家達 大正13年3月1日 墨書 1綴
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510 土地貸借証草稿 堀信次
尾貫徹(公爵
徳川家達殿地
所部長)

大正3年3月1日
墨書、印
刷(活字)

1綴

511 土地貸借証書草稿 堀信次 徳川家達 昭和4年2月22日 墨書
徳川家差配所書
簡を同綴

1綴 封筒、1点

512 千駄ヶ谷町所在所有建物記録 堀信次 昭和5年3月 ペン、墨書 1綴

513 礼状差立控簿 墨書 ヤブレ 1綴 紐、1点

514 領収書 堀信次 玉屋商店 明治22年8月28日 時計、鎖、鉛筆
印刷、墨
書

1通

515 御歌写
高崎正風(御
歌所長)

〔明治41年9月〕

赤十字社社長松方正義に皇
后が下賜した御製｢日のもと
のうちにあまりていつくしみ外
国までもおよぶ御代かな｣の
写

印刷 1通
御歌写頒布ニ付
松方社長演述、
1通

516 北樺太調査報文 石川貞治 明治45年7月25日 印刷(手書) 1冊

517 堀氏採集樺太産蝶類目録 佐武正一 大正5年10月
『昆虫学雑誌』第二巻第三号
別刷

印刷(活字) 1通

518 夷諺俗話 串原正峯 書籍からの抜書き 墨書 4綴

519 測量図 千駄ヶ谷所在家屋の図面 印刷 5枚
(1)坪数計算例、
2枚／(2)封筒、1
点

520 家事上願届控書等雑綴 堀信次 大正12年4月
墨書、ペ
ン、印刷

1綴 封筒、1点
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521 履歴書関係其一
旧蔵者が資料整理用に自作
した封筒ヵ

墨書

裏面に｢堀内務部
長殿　川上法学
士持参　木田川
内務秘書｣とあり

1点

522 〔整理用封筒〕
旧蔵者が資料整理に使って
いた封筒、古新聞類

墨書 破損著しい 6点

523 空封筒

明治三十二年八月ヨリ仝三十
五年十二月中ニ至ル履歴辞
令、大正六年三月退官後ノ
分モ在中

墨書
もと406,452を封
入

1点

524 〔封筒〕
｢信次分 二｣、｢愛国婦人会｣
とあり

鉛筆、墨
書

1通
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